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【背景と目的】変形性膝関節症に対するヒアルロン酸製剤関節内投与は、抗炎症および疼痛
緩和作用、関節潤滑作用および衝撃緩和作用、軟骨変性進行の抑制作用の効果があるとされ
る。今回使用した新たな高分子ヒアルロン酸製剤（ハイラン G-F20 製品名サイビスク）は、
従来の製剤に比べ効果の持続時間が長く、疼痛や膝機能の改善に優れるとされ、欧米を中心
に広く用いられている。当クリニックの症例におけるこの新たな製剤の効果について検討し
た。
【対象および方法】対象は、手術を希望せず、従来のヒアルロン酸製剤を維持療法として長
期関節内継続投与してきた症例で、1週間ごとに高分子ヒアルロン酸製剤を連続 3回関節内投
与とし、その効果を経時的に評価した。対象症例は 18 例 28 膝（男性 3 例 5 膝、女性 15 例
23膝）で、平均年齢は 76.6±6.1歳（68～87歳）であった。Kellgren-Laurence分類（以下
K-L分類）では、gradeⅢ2例 3膝、gradeⅣ16例 23膝であった。これらの症例に、投与前、
1回目投与後、3回目投与後、2ヶ月経過時、6ヶ月経過時で、Visual analog scale（以下 VAS）
による疼痛評価をした。また効果が持続せず、3回の注射投与後の経過中に以前の製剤を再投
与するなどした例についても検討した。
【結果】2ヶ月間効果が持続した例は 13例 19膝（67.9％）であり、VASの平均値は投与前
4.9±2.1から 2.5±1.9となり、有意差がみられた。また、6ヶ月効果が持続した例は 11例 16
膝（57.1％）であり、VASの平均値は投与前 5.0±1.6から 2.8±2.4となり、同様に有意差が
みられた。しかし、効果が持続せず、以前の製剤を再投与した例が 7例 11膝（39.3％）あり、
さらに 1例 1膝は関節鏡視下手術となった。
【結論・考察】新たな高分子ヒアルロン酸製剤において、投与後 2ヶ月、6 ヶ月効果持続例
はそれぞれ 67.9％、57.1％であり、VAS の平均値は、投与前と比べ投与後 2 ヶ月、6 ヶ月で
約半分の値に減少していたが、これは海外の報告とほぼ同程度であった。このことから、疾
患 grade の高い例においてもその効果は比較的良好であり、変形性膝関節症の保存的治療の
有効な選択肢と考えられた。今回は症例も限られた短期の結果であったが、有害事象等にも
留意し、長期の経過観察とともに今後の治療について考えていきたい。
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